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１．通気胴縁の材料の違いによるモルタル壁の構造性能 

通気胴縁は、剛性が高いモルタル層と剛性が低い軸組

(筋かい無しの場合)との間に位置し、双方の荷重伝達を

受け持つ部材である。2009 年度の実験では、モルタル層

と軸組双方のせん断変形の違いから、すぎ製材による通

気胴縁(以下、すぎ胴縁とする)は、接合している釘によ

り繊維直交方向に割裂して荷重低下の要因となった。 

本項は、通気胴縁の材料を、単板の直交積層により直

交異方性の影響が小さい構造用合板とした試験体につい

て、耐力・変形性能・破壊状況を把握したものである。 

1-1 構造用合板通気胴縁の仕様 

構造用合板による通気胴縁(以下､合板胴縁とする)の施

工状況を写真-1 に示す。合板胴縁は、3×9 版の構造用合

板(1 級,特類)から１本物を切り出し、くぎ(N38)を間隔

200 ㎜で柱および間柱に平打ちした。また、合板胴縁には

ラス下地板を接合するくぎ(2-N65)も平打ちされている。 

1-2 合板胴縁仕様試験体の構造性能 

試験結果を表-1、図-1 および写真-2,-3 に示す。表-1

より、合板胴縁(L-pw)の耐力は、すぎ胴縁(L)を最大荷重

時で 12.4％、1/120rad 時で 12.1%上回った。また、最大

荷重時の変形角も L の 1/41rad に対し L-pw は 1/31rad で

あったことから高い変形性能を有していた。図-1 より、

L(L-1 を除く)は、1/50rad 時の正負交番繰り返し荷重後、

1 回目 1/50rad 時の荷重を超えずに荷重は低下したが、L-

pw は 1/50rad 以降も荷重が上昇し 1/30rad まで達した。 

写真-2,-3 は、終局変形 1/10rad 時の胴縁の破壊状況で

ある。すぎ胴縁は釘により繊維直交方向に割裂したが、

合板胴縁ではそのような割裂は皆無であった(写真-2)。

また、くぎ(N65)とくぎ(N38)が打たれた合板胴縁の端部

は、N65 がラス下地板を突き抜けて変形しているが、合板

胴縁は端部にもかかわらず割裂が生じていない(写真-3)。 
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   表-1 すぎ胴縁と合板胴縁の試験結果

  写真-1 構造用合板通気胴縁(左:表,右:裏)     図-1 荷重－変形角曲線グラフ(包絡線) 
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 写真-2 通気胴縁の破壊状況(左:すぎ製材,右:合板)
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 図-2 軸組の変形に対するモルタル層の回転変形 
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以上のことから、合板胴縁

によるモルタル壁は、すぎ胴

縁に対して、耐力・変形・破

壊状況ともに優位であった。 
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また、図-2 より、L-pw(右

図)のθy(桁・土台に対するモ

ルタル層の回転角)が L(左図)

のθy よりも小さいことから、

合板胴縁は、軸組－モルタル

層間の鉛直方向に対するせん

断変形を抑える効果がある。 

２．ラス張りの施工の違いによるモルタル壁の構造性能 

ラス張りの施工は、全国平均で縦張り 65%、横張り

31％であり※1、ラスは、長手方向の引張耐力が短手方向

より約 1.5 倍の耐力を有する※1。また、すぎ板に打った

ステープルの線材方向の引張耐力が線材に直交方向の耐

力を約 1.4 倍上回る報告がある※2。よって、最も高い強

度を得られる組合せは｢ラス横張り＋ステープル横打ち｣

だが、実際の施工では｢ラス横張り＋ステープル縦打ち｣

または｢ラス縦張り＋ステープル横打ち｣となることから、

この 2 つの仕様の耐力および変形性能の差異を確認した。 

2-1 試験体の仕様 

ラスの張り付け方向を図-3 に示す。ラス横張り(Law)

は｢ラス横張り＋ステープル縦打ち｣、ラス縦張り(Law-v)

は｢ラス縦張り＋ステープル横打ち｣である。 

2-2 ラス横張りと縦張りの構造性能 

試験結果を表-2 および図－4,5 に示す。表-1 より、

Law の耐力は Law-v を最大荷重時で 13.4%、1/120rad 時で

10.3%上回った。最大荷重時の変形角は Law の 1/50rad に

対し Law-v は 1/30rad であり、変形性能に優れている。 

写真-3 N65 の抜け・変形

また、図-5 より、Law(左図)のθx(柱に対するモルタル

層の回転角)が Law-v(右図)のθx よりも小さいことから、

ラス横張りは、軸組－モルタル層間の水平方向に対する

せん断変形を抑える効果がある。 

本試験結果より、モルタル外壁に面内せん断耐力・変

形性能を与えるには、｢ラス横張り+ステープル縦打ち｣と

し、通気胴縁は、終局変形時に割裂が生じ難い構造用合

板(接着の程度:１類または特類)とする仕様を提案する。 

※1:ラス下地モルタル塗り工法外壁の各種構成材料及び施工法による剥

離・剥落性への影響に関する研究(H16～H18)/国総研,日左連他 

※2:建築工事標準仕様書･解説 JASS15(左官工事)第 5 版/日本建築学会 

   表-2 ラス横張りとラス縦張りの試験結果 
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   図-4 荷重－変形角曲線グラフ(包絡線) 
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 図-3 ラスの張り付け方向(左:横張 Law, 右:縦張 Law-v) 
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図-5 軸組の変形に対するモルタル層の回転変形
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